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おわりに　－本研究のまとめ－

　視覚に障害のある児童生徒の少人数化、障害の重度化・多様化などの視覚障害教育における全国的状況、
また特別支援教育への転換などの状況を鑑みると、視覚障害教育の専門性の継承、維持、発展を図っていく
ためには、全国の盲学校や弱視学級等の視覚障害教育関連機関が、指導法についてのノウハウや指導内容や
教材教具に関する情報の共有しあったり、地域の教育以外の視覚障害関連機関とネットワークを築いて連携
しあって情報を交換しあったりすることなどを通して、互いに専門性を高めていくことが重要になってきて
いると思われる。こうした観点から、本課題別研究では、①視覚障害教育における電子データ化による情報
共有（特にここでは、喫緊の課題となっている盲学校用点字教科書以外の検定教科書の点字版作成に焦点を
あてた）、②視覚障害教育機関間での情報共有に向けた関連情報の整備、③地域の視覚障害に関連する教育、
医療、福祉等の機関との連携と情報共有という３つの切り口から視覚障害に障害のある児童生徒への教育の
充実に向けて検討してきた。その結果、以下のような知見を得ることができた。

Ⅰ   視覚障害教育に関わる情報共有について
　視覚障害教育に関わって、関連機関における情報共有の推進という観点から、点図を含む点字教科書や点
字教材の電子化による共有に焦点をあててその可能性を検討した。
　まず、盲学校における触覚教材の作成と活用に関する現状を把握するために実態調査を実施した。その結
果から、現在の盲学校の触覚教材作成の環境は十分とは言い難いこと、触覚教材には数種類の作成方法があ
るが、多くの盲学校では用いられている教材が、立体コピーという作成法に偏りがちで、必ずしも指導目的
や内容に合わせた触覚教材が準備されているわけではないことなどが示された。この結果は、触覚教材の種
類や作成方法、利用方法などに関する基本的な情報についても共有し合うことの必要性を示すものであった。
　一方、点字教科書では、紙に凹凸の点をつけた点図が主に用いられている。盲学校用点字教科書は専門の
担当者により、触覚特性に配慮した点図が作成されているが、一般の検定教科書の点訳では、点図作成ソフ
トで作成したデータを点字プリンタで出力したものが利用されている。現在、盲学校等で使われている点字
プリンタは点字出力を前提としているため、点図の出力に制限がある。そこで職人によって作成された盲学
校用点字教科書の点図と、コンピュータを利用して点字プリンタで出力した点図の表現力の違いについて比
較検討した。その結果、点字プリンタ出力によっても、手作業に近いパターンを表すことはできるが、触覚
によるわかりやすさという点では様々な課題があることがわかった。
　そうして点を踏まえて、盲学校以外の教科書の点訳や自作教材の作成における点図の質的向上を目指し
て、電子データ活用による点図教材作成法の改善について取り組んだ。これは電子データで点字文書を共有
する上で、早急に改善しておかなければならない課題点でもある。
　ハードウェアについては、点字プリンタを製造しているメーカーの協力も得て、一般の点字プリンタより
も印字精度が高く、滑らかな線で細かな図も表現できる点図出力に特化した点字プリンタを試作した。こ
のプリンタで出力した点図については、熟達した点字使用者からも高い評価を得ることができた。「NISE 
Graphic」と名付けた。
　本プリンタでは、既存の点図作成ソフトウェアのデータが利用できないため、合わせてこのプリンタ用に
市販の描画ソフトを利用した点図作成ソフトウェアのプロトタイプを開発した。これにより、一般の描画ソ
フトで作成したデータが本点字プリンタで出力することが可能となった。しかし、一般の使用に供するため
には、手順が複雑であり、この点についての改善が今後の課題として残されている。
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　また、既成の点字データを本プリンタで利用するためのコンバータも合わせて開発した。これは実用的な
レベルのものになっている。旧データが活用できるメリットはあるが、出力されるデータの質そのものは従
前のプリンタ出力のものと変わらない。
　点字プリンタは高価なものであり、本研究で開発した点図作成システムが、短期間のうちに全国の視覚障
害関連機関に普及することは困難なことであるが、この一連の研究において、将来、電子データ化された点
図を含む点字教材を、Webサイト経由で全国の盲学校や視覚障害児童生徒が在籍する学校等の関係機関で共
有して利用することになった場合、児童生徒用に精度の高い点字教科書や教材が提供される道を開くことが
できたものと考える。今後は、本システムを実際に学校教育の現場で活用していただき、その成果を基に普
及を働きかけていきたい。

Ⅱ　情報共有に向けた関連情報の整備について
　本章では、視覚障害教育関連情報に関するデータベースの充実を図っていくという観点から全国小・中学
校弱視学級等の実態把握、情報共有に向けた教育相談に関する情報のニーズおよび本研究所で運営している
視覚障害教育情報ネットワークの現況について取りまとめた。
　Ⅱ－１　平成16年度全国小・中学校弱視特殊学級および弱視通級指導教室設置校実態調査
　本調査は、平成16年度全国小・中学校弱視特殊学級および弱視通級指導教室（以下、弱視学級等とする）
の設置状況と、そこに在籍する児童生徒数に関する基礎資料を得るとともに、視覚障害教育情報ネットワー
クを有効活用するための前提条件である弱視学級等の設置校におけるインターネットの整備状況を把握する
ことを目的として実施された。今回の調査により、全国の弱視学級等の設置状況及び児童生徒の在籍情報等
について、その実態が明らかとなり、今後に向けて非常に貴重な情報を得ることができた。インターネット
については、予想した以上に整備が進んでおり、弱視学級担当者が必要に応じて、「視覚障害教育情報ネッ
トワーク」のホームページにアクセスし、利用出来る環境が整っていることがわかった。今後は、視覚障害
のある児童生徒ため活用出来る教育用コンテンツの充実を図っていくことが大きな課題であり、その蓄積を
目指して、教材作成に関する支援の方策を図っていく必要がある。
　Ⅱ－２　情報共有に向けた教育相談に関する情報のニーズ
　これからの盲学校には、教育相談機能や地域のセンターとしての機能がますます求められてくる。教育相
談に関する情報は、全体的にまだまだ不十分であるという印象が調査の結果から伺えた。とくに教育以外の
福祉や医療等の連携に関する情報のニーズの高いことが明らかになったので、この点についての情報の充実
に早急に努めて行くとともに、教育相談全般にわたる整備も進めて、盲学校の教育相談のレベルの向上の一
翼を担っていけるように努力していきたい。
　Ⅱ－３　視覚障害教育情報ネットワークの概要
　視覚障害教育情報ネットワークは、当研究所が運用しており、インターネットで視覚障害教育全般につい
ての教材データ提供および情報提供を行っている。また、盲学校間など視覚障害関連機関の間での情報交
換・意見交換の場でもある。当ネットワークにおける教材データは、全国の盲学校やボランティアグループ
が作成した点字、触図、テキストデータなどの電子データであり、データベースに集積されている。これら
のデータは、盲学校、ボランティアグループなど加入機関のほか、一部のデータを除いては、一般にも開放
しており、ダウンロードすることが可能である。
　ここでは、平成16年度末から17年度にかけて実施した当ネットのWebページを見直し、コンテンツの追
加、修正、データベースの使用方法についての一部追加に関して、報告した。旧来の「ライブラリ」を「視
覚障害教育教材データベース」と名前をあらためたうえ、「視覚障害教育教材の作成」、「視覚障害教育法」、
「視覚障害教育リソース」の各項目を追加し教材データベースの充実とともに、加入機関についても拡充を
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図ってきた。

Ⅲ　地域の医療・福祉等関連機関との連携と情報共有の体制構築について
　本研究では、神奈川県をエリアとした取り組みに焦点をあて、関連機関等との連携による視覚障害支援
ネットワーク構築の取り組みと教育関連機関の連携の在り方について実践的に検討した。
　１．「神奈川ロービジョンネットワーク」における連携
　神奈川県では、視覚障害に関連して地域の福祉・医療・療育・教育連携による「神奈川ロービジョンネッ
トワーク」が形成されている。ここでは、このネットワークの活動状況を紹介するとともに、視覚障害教育
の分野における神奈川県内における弱視教育相談等を通しての療育・早期教育相談の連携や「個別の教育支
援計画」とのかかわりいう観点からその連携の意義について整理した。神奈川県はこうしたネットワーク形
成においては先進県だと言われるが、まだまだ熱心な医療関係や福祉関係者の力に頼っている部分が大き
く、また、教員のレベルも残念ながら高いとはいえない状況である。更に実態をしっかり取らえて、連携の
強化に努めていきたい。
　２．神奈川県弱視教育研究会における連携と情報共有の試み
　他機関との連携および教材等の情報の共有化の推進という観点から、これまでオブザーバー的な立場で関
わりを続けてきた神奈川県弱視教育研究会と積極的に連携し、研究会加盟校の弱視学級等で活用できる教育
用コンテンツを作成する試みに取り組んだ。具体的には弱視用小学校漢字問題集を作成した。弱視教育の専
門性を深めていってもらうためには、こうした取り組みは貴重な活動であると思われるが、組織の運営や参
加している教員の意識などの違いもあり、まだまだ課題点は多い。しかしながら、ほとんどが１対１の指導
体制であることを考えると、情報を共有し合うことは不可欠であり、今後は、この教材等の活用を図りなが
ら連携を深めていく必要がある。
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